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 本論文は、C. S. ルイスの宗教的・思想的背景、並びに彼の作品の緻密な読みに基づいて、
これまでのルイス研究が十分に検討することができていなかった、あるいは問題として提
起されることがなかったトピックを論じようとする、果敢な意欲が感じられるものとなっ
ている。従来のルイス研究には、文学研究とキリスト教研究の二分野に分離される傾向が
見られる。本論文はそうした分断的状況を乗り越えて、文学研究・キリスト教研究双方か
らの問題提起と研究の蓄積を踏まえつつも、一方に傾くことなく、両者を統合する分析視
点を模索しようと試みている。それが、文学者かつ宗教者ルイスの「執筆」という営為へ
の着目、そして文学表現かつ宗教表現でもあり得る「神話」とその「創作」行為の分析と
して現れていると言えよう。 
 文学的テクストか宗教的テクストかを問わず、学問的にある作品の内容を検討する場合、
テクストから思想とその特徴を抽出していくことは極めて伝統的な作業であり、また作品
の生成を論じる場合も、それを著者の履歴・心理的情動・社会文化的環境・同時代的出来
事等々の文脈の中に位置づける（あるいは還元させる）というアプローチが伝統的にとら
れている。その意味で、執筆営為自体への分析的眼差しはかつての構造主義的批評や言語
行為論を想起させるものでもあり、テクストを思想内容の表出物へと矮小化することに対
しても、他方でテクストをその都度の文脈へと還元させてしまうことに対しても、原理的
な異議申し立てとなり得、理論的にも実際のテクスト解釈においても、従来のアプローチ
を補完、さらには解体する批判的作業となり得る。本論文はこのような意味において、文
学研究・キリスト教研究のみならず、テクスト研究一般に対しても、問題を提起し、方法
論的かつ理論的な再考を促すものとなっている。 
 
（２）論文の評価 
本論文の具体的な分析並びに結論が、このような問題提起自体に相応しているかについ
ては、若干の留保が必要である。問題提起と具体的分析との間の齟齬が散見され、それが
論文全体の主張内容の一貫性を一部損なっているとも考えられるからである。 
しかしながら、以上の点は今後の研究において深化と進展が十分に見込まれるものであ
り、ルイス作品へのアプローチとして打ち出された新機軸の意義、並びに精緻なテクスト
の読み込みとそれに基づいて提出された、「神話創作」としてのルイス作品の解釈自体の重
要性を損なうものではなく、今後のルイス研究に貴重な一石を投じることになる論文であ
ると高く評価できる。 
 
